
　
第
1
1
2
回
東
海
教
区
総

会
が
5
月
28
日
か
ら
29
日
、

池
の
平
ホ
テ
ル
（
長
野
県
北

佐
久
郡
立
科
町
）
に
て
開
催

さ
れ
た
。
開
会
礼
拝
で
は
、

日
本
基
督
教
団
信
仰
告
白
を

告
白
し
、
宇
田
真
議
長
に
よ

る
説
教
「
罪
を
赦
さ
れ
る
恵

み
」
が
語
ら
れ
、
聖
餐
式
が

執
行
さ
れ
た
。
開
会
時
の
出

席
議
員
は
、
正
議
員
1
9
9

名
中
1
2
7
名
。

　
組
織
と
日
程
案
承
認
後
、

2
0
2
3
年
度
教
区
総
会
議

長
報
告
が
な
さ
れ
た
。

　
報
告
の
中
で
宇
田
議
長

は
、
第
2
次
5
カ
年
計
画

が
3
年
目
と
な
る
こ
と
に

触
れ
、「
2
0
2
3
年
度
主

題
『
神
の
恵
み
の
選
び
に
応

え
る
教
会
』
に
基
づ
い
て
実

施
さ
れ
た
各
集
会
の
果
実
を

生
か
し
、
2
0
2
4
年
度
主

題
『
た
だ
キ
リ
ス
ト
を
信
じ

る
信
仰
に
よ
り
、
罪
赦
さ
れ

義
と
さ
れ
る
教
会
』
に
基
づ

き
学
び
が
深
め
ら
れ
、
教
区

全
体
で
共
有
さ
れ
る
こ
と
を

願
っ
て
い
る
」
と
語
っ
た
。

　
ま
た
、
と
も
に
伝
道
の
進

展
を
目
指
す
た
め
に
設
置
さ

れ
て
い
る
「
伝
道
厚
生
資
金

会
計
」
に
つ
い
て
、
通
常
会

計
か
ら
の
繰
り
入
れ
を
必
要

と
し
な
い
制
度
設
計
を
検
討

す
る
た
め
、
伝
道
厚
生
資
金

制
度
検
討
小
委
員
会
を
設
置

し
、
作
業
を
続
け
て
い
る
こ

と
を
報
告
し
た
。

　
機
構
改
定
の
協
議
が
続
い

て
い
る
日
本
基
督
教
団
に
つ

い
て
は
、「
当
教
区
は
、
信

仰
告
白
に
言
い
表
さ
れ
て
い

る
『
教
会
』
の
形
を
か
た
く

守
り
な
が
ら
、
第
43
回
教
団

総
会
に
臨
み
た
い
」
と
教
区

の
姿
勢
を
述
べ
た
。

　
一
日
目
の
議
事
は
教
団
総

会
議
員
選
挙
と
並
行
し
て
進

め
ら
れ
、
准
允
式
執
行
に
関

す
る
件
も
可
決
さ
れ
た
。
議

事
終
了
後
に
は
、
昨
年
度
の

召
天
者
を
覚
え
、
記
念
式
が

執
り
行
わ
れ
た
。

　
二
日
目
は
、
ま
ず
准
允
式

が
執
行
さ
れ
、
感
謝
の
う
ち

に
補
教
師
1
名
が
立
て
ら
れ

た
。
そ
の
後
、
議
事
は
順
調

に
進
め
ら
れ
、
議
案
は
全
て

原
案
通
り
可
決
さ
れ
た
。

　
教
団
総
会
議
員
選
挙
結
果

【
教
職
】
宍
戸
俊
介
（
愛
宕

町
）、
柳
谷
知
之
（
松
本
）、

宇
田
真
（
岩
村
田
）、
宮
本

義
弘
（
沼
津
）、
新
里
正
英

（
三
島
）、兵
藤
辰
也（
中
遠
）、

聖餐の恵みに与りながら

　
第
84
回
東
京
教
区
総
会

が
、
5
月
28
、
29
日
の
二
日

間
に
わ
た
り
富
士
見
町
教
会

に
て
開
催
さ
れ
た
。
感
染
症

対
策
の
た
め
そ
れ
ぞ
れ
2
度

の
書
面
決
裁
、
公
共
施
設
で

の
開
催
が
続
い
た
が
、
今
回

2
0
1
9
年
度
以
来
5
年
ぶ

り
に
教
会
が
会
場
と
な
っ

た
。
開
会
時
点
で
の
正
議
員

の
出
席
者
数
は
4
6
4
名
中

3
0
0
名
だ
っ
た
。

　
議
長
報
告
で
渡
邊
義
彦
議

長
は
、
教
区
お
よ
び
教
会
が

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
っ
て
制
限
さ

れ
て
い
た
活
動
を
再
開
さ
せ

て
い
る
一
方
、
多
く
の
教
会

で
教
勢
が
回
復
し
て
い
な
い

現
状
に
触
れ
た
。
そ
の
上
で

議
長
は
こ
の
よ
う
な
中
で
教

会
が
礼
拝
、
伝
道
、
牧
会
を

継
続
し
て
い
く
必
要
性
と
、

新
た
に
甲
和
北
伝
道
所
と
堀

切
こ
う
と
う
教
会
が
誕
生
し

た
こ
と
へ
の
感
謝
を
述
べ

た
。
ま
た
西
東
京
教
区
と
共

同
管
理
し
て
い
る
教
区
墓
地

の
今
後
の
あ
り
方
に
つ
い
て

議
論
が
始
ま
っ
て
い
る
旨
に

触
れ
た
。
そ
れ
を
受
け
て
古

旗
誠
墓
所
管
理
委
員
長
が
、

墓
所
が
満
杯
に
近
づ
い
て
い

る
こ
と
、「
納
骨
か
ら
50
年

後
」
と
定
め
ら
れ
て
い
る
合

葬
の
規
定
の
改
定
等
に
取
り

組
ん
で
い
る
こ
と
等
を
説
明

し
た
。

　
教
区
三
役
選
挙
で
は
投
票

に
先
立
ち
、
本
総
会
に
限
り

任
期
一
年
で
選
挙
を
行
う
こ

と
が
提
案
さ
れ
た
。
そ
の
理

由
と
し
て
、
コ
ロ
ナ
禍
の
影

響
で
三
役
選
挙
と
教
団
総
会

議
員
選
挙
が
重
な
っ
て
い
る

の
を
隔
年
交
互
の
実
施
に
戻

す
た
め
と
説
明
さ
れ
た
。
本

案
は
賛
成
多
数
で
承
認
さ
れ

た
。
こ
の
結
果
に
基
づ
き
選

挙
を
行
っ
た
と
こ
ろ
渡
邊
議

長
、
伊
藤
英
志
副
議
長
、
遠

藤
忠
書
記
が
い
ず
れ
も
再
選

を
果
た
し
た
。

　
ま
た
常
置
委
員
お
よ
び
教

団
総
会
議
員
の
選
挙
規
則

に
、
規
則
変
更
条
項
を
新
設

す
る
変
更
案
が
常
置
委
員
会

選
挙
規
則
、規
則
変
更
条
項
を
新
設

選出された教団総会議員

「
た
だ
キ
リ
ス
ト
を
信
じ
る
信
仰
に
よ
り
、罪

赦
さ
れ
義
と
さ
れ
る
教
会
」に
基
づ
い
て

よ
り
提
案
さ
れ
た
。
本
議
案

も
賛
成
多
数
で
承
認
さ
れ
た

が
、
一
方
で
選
挙
規
則
に
つ

い
て
教
区
が
議
論
し
て
課
題

の
解
決
に
取
り
組
む
よ
う
求

め
る
意
見
も
出
た
。

　
教
団
問
安
使
と
し
て
挨
拶

に
立
っ
た
藤
盛
勇
紀
教
団
総

会
副
議
長
に
対
し
て
、
終
了

し
た
「
信
徒
の
友
」
の
連
載

に
代
わ
る
伝
道
推
進
に
関
す

る
新
た
な
発
信
手
段
へ
の
要

望
が
出
た
。

　
23
年
度
決
算
報
告
で
は
コ

ロ
ナ
禍
の
影
響
で
依
然
と
し

て
厳
し
い
状
況
に
は
あ
る
も

の
の
教
区
負
担
金
収
入
が
予

算
比
約
98
・
6
％
と
例
年
よ

り
高
い
水
準
に
あ
る
こ
と
、

献
金
収
入
が
同
1
5
8
％
あ

ま
り
と
大
幅
に
増
加
し
て
い

る
こ
と
が
感
謝
を
も
っ
て
報

告
さ
れ
た
。

　
常
置
委
員
半
数
改
選
結
果

【
教
職
】
原
田
裕
子
（
薬
円

台
）、
大
友
英
樹
（
赤
羽
）、

左
近
深
恵
子
（
美
竹
）、
大

塚
啓
子
（
目
黒
原
町
）、
東

野
尚
志
（
滝
野
川
）

【
信
徒
】
西
田
寛
子
（
鳥
居

坂
）、
尾
野
明
子
（
王
子
）、

小
川
洋
一
（
石
神
井
）、
伏

見
陽
子
（
新
津
田
沼
）、
境

和
彦
（
富
士
見
町
）

　
教
団
総
会
議
員
第
一
選
挙

結
果

【
教
職
】
林
牧
人
（
西
新
井
）、

岸
憲
秀
（
千
葉
本
町
）、
藤

盛
勇
紀
（
富
士
見
町
）、
伊

藤
英
志
（
三
軒
茶
屋
）、
髙

橋
潤
（
銀
座
）、
原
田
裕
子

（
薬
円
台
）、
渡
邊
義
彦
（
柿

ノ
木
坂
）、村
上
恵
理
也
（
松

戸
）、左
近
深
恵
子
（
美
竹
）、

遠
藤
忠
（
む
さ
し
小
山
）、

神
保
望
（
日
本
聖
書
神
学

校
）、
古
旗
誠
（
目
白
）、
大

友
英
樹
（
赤
羽
）、
東
野
尚

志（
滝
野
川
）、大
塚
啓
子（
目

黒
原
町
）、
松
井
睦
（
聖
徒
）

【
信
徒
】
尾
野
明
子
（
王
子
）、

髙
花
富
夫（
柏
）、大
城
操（
洗

足
）、大
友
太
郎
（
経
堂
北
）、

守
安
久
美
子
（
船
橋
）、
河

野
精
介
（
田
園
調
布
）、
境

和
彦
（
富
士
見
町
）、
伏
見

陽
子
（
新
津
田
沼
）、
鈴
木

齊
（
銀
座
）、小
川
洋
一
（
石

神
井
）、
鎌
田
あ
つ
子
（
目

白
）、福
島
純
夫
（
鳥
居
坂
）、

宮
越
光
（
松
戸
）、
川
添
裕

一
（
自
由
が
丘
）、
北
村
清

隆
（
用
賀
）、横
山
良
一
（
銀

座
）

　
教
団
総
会
議
員
第
二
選
挙

結
果

【
教
職
】
篠
田
真
紀
子
（
浅

草
）、
堀
川
樹
（
亀
戸
）、
平

野
克
己
（
代
田
）、
北
川
正

弥
（
代
々
木
中
部
）、
藤
崎

義
宣
（
久
ヶ
原
）、
髙
橋
和

人
（
田
園
調
布
）、
古
賀
博

（
早
稲
田
）、大
久
保
正
禎（
西

片
町
）、真
壁
巌
（
西
千
葉
）、

山
内
慎
也
（
千
葉
北
総
）

【
信
徒
】
長
尾
大
佑
（
西
新

井
）、
佐
藤
深
之
（
亀
戸
）、

青
笹
都
（
青
山
）、
小
玉
桂

伊
（
代
々
木
）、枡
田
恒
（
柿

ノ
木
坂
）、澤
田
竹
二
郎
（
白

金
）、白
井
愛
子
（
西
片
町
）、

塚
越
智
世
江
（
エ
パ
タ
）、

橋
本
伊
作
（
佐
原
）、
齋
藤

光
子
（
千
葉
本
町
）

（
米
山
恭
平
報
）
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　「
今
だ
け
、

金
だ
け
、
自

分
だ
け
」、

目
先
の
利
益

の
み
を
追
求

す
る
現
代
の

風
潮
を
捉
え
た
言
葉
と
し
て

度
々
用
い
ら
れ
て
い
る
。
将

来
に
希
望
を
持
ち
に
く
い
時

代
ほ
ど
、
人
は
刹
那
的
、
近

視
眼
的
に
な
ら
ざ
る
を
得
な

い
の
か
も
し
れ
な
い
。
▼
教

会
に
お
い
て
も
、
年
々
衰
退

し
て
行
く
見
通
し
が
語
ら

れ
、
続
け
て
来
た
活
動
の
見

直
し
が
提
言
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
状
況
を
否
定
的
に
受
け

止
め
、
現
在
を
続
け
る
こ
と

に
固
執
し
た
く
な
る
が
、
そ

の
姿
勢
に
お
い
て
自
ら
も
現

代
の
風
潮
に
呑
ま
れ
て
い
る

よ
う
に
思
う
。
▼
神
の
民
の

歴
史
に
は
、
興
隆
期
と
共
に

衰
退
期
が
あ
り
、
そ
の
中
で

御
言
葉
が
語
り
継
が
れ
て
来

た
。
衰
退
期
に
活
動
し
た

旧
約
の
預
言
者
は
、「
抜
き
、

壊
し
、
滅
ぼ
し
、
破
壊
し
／

あ
る
い
は
建
て
、
植
え
る

た
め
に
」（
エ
レ
ミ
ヤ
1
・

10
）
と
の
御
言
葉
を
受
け
止

め
、
神
殿
が
あ
る
町
の
破
滅

を
告
げ
る
と
共
に
、
滅
び
の

先
に
あ
る
新
し
い
命
を
指
し

示
す
べ
く
、
そ
の
土
地
の
畑

を
買
っ
た
。
▼
「
抜
く
」
こ

と
は
も
ち
ろ
ん
、「
植
え
る
」

こ
と
も
、
今
、
自
分
が
、
実

り
を
収
穫
で
き
る
よ
う
な
務

め
で
は
な
い
。
し
か
し
、
そ

の
務
め
は
、
自
分
で
は
な
い

誰
か
が
将
来
に
お
い
て
実
り

を
刈
り
取
り
、
神
の
国
を
立

て
る
こ
と
に
つ
な
が
る
。
衰

退
期
を
積
極
的
に
受
け
止

め
、
抜
き
、
且
つ
植
え
る
た

め
に
歩
む
者
で
あ
り
た
い
。

問安使として挨拶

横
井
伸
夫
（
長
野
）、
石
井

佑
二
（
遠
州
）、上
田
彰
（
伊

東
）、　
川
﨑
一
路
（
焼
津
）、

上
山
耕
平
（
信
州
）

【
信
徒
】
新
庄
田
鶴
子
（
静

岡
草
深
）、
土
屋
芳
子
（
長

野
県
町
）、八
嶋
由
里
子
（
沼

津
）、
森
里
光
生
（
遠
州
）、

稲
松
義
人
（
遠
州
栄
光
）、

遠
藤
彰
彦
（
市
川
）、
斎
藤

晴
久
（
岩
村
田
）、
山
室
設

子（
沼
津
大
岡
）、飯
野
清（
三

島
）、弓
田
覚
志
（
愛
宕
町
）、

古
屋
秀
樹
（
愛
宕
町
）

（
新
里
正
英
報
）
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さ
れ
た
。

　「
教
区
の
こ
れ
か
ら
〜
財

政
と
宣
教
の
取
り
組
み
」
と

題
し
て
協
議
会
が
も
た
れ

た
。
年
度
報
告
書
の
デ
ー
タ

を
基
に
財
政
面
か
ら
相
原
財

務
部
委
員
長
が
、
所
属
教
会

の
子
ど
も
と
の
礼
拝
の
立
ち

上
げ
と
い
う
視
点
で
信
仰
継

承
に
つ
い
て
横
坂
幸
子
常
置

委
員
が
、「
共
同
の
業
と
し

て
の
宣
教
協
力
」
栃
木
県
北

教
会
の
宣
教
協
働
に
つ
い
て

飯
塚
拓
也
宣
教
部
委
員
長
が

発
題
を
し
た
。

　
教
団
総
会
議
員
選
挙
結
果

　
第
74
回
関
東
教
区
総
会

が
、
5
月
29
〜
30
日
、
大
宮
・

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
小
ホ
ー
ル

を
会
場
に
正
議
員
1
6
8
名

の
出
席
を
得
て
開
催
さ
れ

た
。
久
し
ぶ
り
に
開
会
礼
拝

に
お
い
て
聖
餐
の
恵
み
に
あ

ず
か
っ
た
。

　
大
下
陽
子
氏
（
益
子
教
会

担
任
）
の
准
允
式
が
、
熊
江

秀
一
議
長
の
も
と
執
り
行
わ

れ
、
新
た
な
教
師
の
誕
生
を

共
に
喜
ん
だ
。

　
議
長
報
告
で
は
、
こ
れ
ま

で
取
り
組
ん
で
き
た
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
対
策
支

援
を
終
了
す
る
こ
と
が
報
告

さ
れ
た
。
現
在
は
建
物
が
解

体
さ
れ
て
い
る
妙
高
高
原
に

あ
る
セ
ン
タ
ー
「
向
山
荘
」

の
管
理
、
土
地
の
売
却
を
扱

う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を

立
ち
上
げ
た
と
の
報
告
が
あ

り
、
質
疑
が
な
さ
れ
た
。

　
2
0
2
4
年
度
教
区
活
動

方
針
は
、
昨
年
に
引
き
続
き

Ⅰ
「
キ
リ
ス
ト
の
体
な
る
教

会
」が
堅
固
に
な
る
た
め
に
、

Ⅱ
互
助
・
支
援
、
Ⅲ
世
に
遣

わ
さ
れ
る
教
会
と
し
て
と
い

う
3
つ
の
大
き
な
軸
の
も
と

に
た
て
ら
れ
た
。
新
た
な
課

題
と
し
て
、
教
区
財
政
を
検

討
す
る
こ
と
が「
教
区
財
政
、

集
会
や
委
員
会
の
縮
小
」
と

い
う
項
目
で
触
れ
ら
れ
た
。

関
連
し
て
、
2
0
2
4
年
度

予
算
の
質
疑
に
お
い
て
、
教

区
財
政
に
つ
い
て
の
質
疑
が

あ
り
、
相
原
孝
至
財
務
部
委

員
長
は
転
換
の
過
渡
期
に
あ

る
と
説
明
を
し
た
。
教
区
教

会
負
担
金
は
、
昨
年
度
当
初

予
算
比
2
％
減
の
案
で
可
決

教
区
財
政
の
検
討
を
含
む
活
動
方
針
を
承
認

関東

　
第
72
回
東
中
国
教
区
総
会

が
5
月
27
〜
28
日
、
鳥
取
教

会
で
、
開
会
時
正
議
員
81
名

中
56
名
が
出
席
し
て
行
わ
れ

た
。

　
教
区
総
会
議
長
報
告
、
常

置
委
員
会
報
告
、
各
地
区
報

告
、
各
委
員
会
報
告
等
の
承

認
は
、
事
前
に
資
料
を
読
ん

で
い
る
こ
と
を
前
提
に
し
て

進
め
ら
れ
、
特
に
議
論
と
な

る
こ
と
も
無
く
ス
ム
ー
ス
に

議
事
が
進
行
し
た
。

　
2
0
2
3
年
度
教
区
歳
入

歳
出
決
算
、
24
年
度
予
算
を

承
認
。
協
議
の
中
で
は
、
教

区
総
会
の
経
費
に
関
す
る
意

見
が
出
さ
れ
た
。
参
加
費
を

取
る
こ
と
、
礼
拝
献
金
を
総

会
の
運
営
費
に
充
て
る
こ

と
、
奉
仕
者
に
謝
礼
が
出
る

こ
と
な
ど
に
つ
い
て
疑
義
が

出
さ
れ
た
他
、「
印
刷
し
た

資
料
を
全
員
に
配
布
す
る
必

要
が
あ
る
の
か
」
と
の
問
い

が
出
さ
れ
た
。
ま
た
、「
教

団
へ
の
負
担
金
を
下
げ
る
よ

う
に
交
渉
で
き
な
い
の
か
」

と
の
質
問
が
あ
り
、
問
安
使

と
し
て
出
席
し
て
い
た
網
中

彰
子
総
幹
事
は
、
2
0
1
6

年
頃
か
ら
3
3
7
万
ず
つ
減

少
し
て
行
く
予
算
で
運
営
し

て
い
る
も
の
の
、
コ
ロ
ナ
に

よ
る
減
免
を
元
に
戻
し
て
い

る
等
の
原
因
で
負
担
金
が
増

「
将
来
的
東
中
国
教
区
宣
教
に
関
す
る
件
」を
可
決

東中国

加
す
る
場
合
も
あ
る
こ
と
を

説
明
し
た
。

　「
将
来
的
東
中
国
教
区
宣

教
に
関
す
る
件
」
で
は
、
第

72
回
教
区
総
会
に
て
承
認
さ

れ
た
宣
教
の
骨
子
に
従
い
、

③
「
宣
教
研
究
を
担
う
部
署

の
設
置
」、
④
「
委
員
会
全

体
を
通
し
て
予
算
を
サ
ポ
ー

ト
す
る
費
目
お
よ
び
部
署
の

設
置
」
に
つ
い
て
、
24
年
度

常
置
委
員
会
の
議
を
経
て
次

期
総
会
に
具
体
案
を
提
案
す

る
こ
と
を
可
決
し
た
。既
に
、

23
年
度
中
に
実
施
し
た
、
①

「
オ
ン
ラ
イ
ン
を
サ
ポ
ー
ト

す
る
チ
ー
ム
の
編
成
」、
②

「
教
会
敷
地
お
よ
び
会
堂
等

の
整
備
を
サ
ポ
ー
ト
す
る

チ
ー
ム
の
編
成
」
と
共
に
議

論
が
な
さ
れ
、
明
確
な
形
を

見
る
に
至
っ
て
い
な
か
っ
た

も
の
の
、
一
定
の
方
向
性
が

見
え
始
め
て
来
た
こ
と
を
受

け
て
、
具
体
案
を
提
示
す
る

こ
と
を
願
っ
て
の
も
の
。

　「
教
会
強
化
特
別
資
金
運

用
規
定
」
改
定
に
関
す
る
件

で
は
、
支
援
対
象
を
広
げ
る

と
共
に
、
申
請
の
上
限
額
を

下
げ
る
改
定
を
可
決
し
た
。

ま
た
、「
教
会
営
繕
貸
出
資

金
運
用
規
定
」
改
定
に
関
す

る
件
で
は
、貸
出
資
金
を「
宣

教
活
動
貸
出
資
金
」に
改
め
、

教
会
の
営
繕
だ
け
で
な
く
、

宣
教
活
動
に
も
適
用
で
き
る

よ
う
範
囲
を
拡
充
す
る
こ
と

等
を
可
決
し
た
。

　
教
団
問
安
使
と
し
て
網
中

総
幹
事
が
挨
拶
。
議
場
か

ら
、「
教
会
の
信
徒
に
と
っ

て
、『
信
徒
の
友
』
ほ
ど
頼

り
に
し
て
い
る
雑
誌
は
他
に

な
い
。『
信
徒
の
友
』
を
教

団
が
続
く
限
り
、
守
り
抜
く

こ
と
を
宣
言
し
て
欲
し
い
」

と
の
要
望
が
あ
っ
た
。

　
木
谷
実
書
記
か
ら
の
辞
任

の
申
し
出
を
常
置
委
員
会
が

承
認
し
た
こ
と
を
受
け
て
、

服
部
修
議
長
、
中
井
大
介
副

議
長
が
廣
田
崇
示
議
員
（
米

子
錦
町
）
を
指
名
し
、
今
総

会
後
か
ら
書
記
と
す
る
こ
と

を
承
認
し
た
。

准允式

　
教
団
総
会
議
員
選
挙
で

は
、
教
師
6
名
、
信
徒
6
名

の
全
数
連
記
で
、
予
備
選

挙
に
よ
っ
て
倍
数
候
補
を
立

て
、
所
信
表
明
後
に
本
選
挙

を
行
う
形
で
選
出
し
た
。

　
教
団
総
会
議
員
選
挙
結
果

【
教
職
】
服
部
修
（
蕃
山
町
）、

中
井
大
介
（
倉
敷
）、
三
浦

き
ょ
う
こ
（
玉
島
）、
宮
本

裕
子
（
久
世
）、小
岩
輝
（
倉

敷
水
島
）、
渡
辺
真
一
（
岡

山
博
愛
会
）

【
信
徒
】
丸
山
玲
子
（
倉
敷
）、

土
井
し
の
ぶ
（
総
社
）、
難

波
幸
矢
（
光
明
園
家
族
）、

河
田
直
子
（
蕃
山
町
）、
齋

藤
永
子
（
高
梁
）、
田
中
英

也
（
倉
敷
上
井
）

（
新
報
編
集
部
報
）

　
第
50
回
西
東
京
教
区
定
期

総
会
は
6
月
2
日
か
ら
3
日

に
か
け
て
、
阿
佐
ヶ
谷
教
会

を
会
場
に
行
わ
れ
た
。
開
会

時
、
正
議
員
1
8
7
名
中

1
3
6
名
の
出
席
が
あ
り
、

定
足
数
（
62
名
）
を
満
た
し

て
成
立
し
た
。

　
開
会
礼
拝
は
、
井
関
頌
司

常
置
委
員
の
司
式
、
梅
津
裕

美
常
置
委
員
の
説
教
に
よ

り
、
一
同
が
神
を
賛
美
し
、

み
言
葉
に
よ
る
力
を
与
え
ら

れ
た
。
ま
た
、
礼
拝
の
中
で

古
屋
治
雄
常
置
委
員
の
司
式

に
よ
り
聖
餐
式
が
行
わ
れ
、

参
加
者
一
同
、
聖
餐
の
恵
み

を
共
に
す
る
こ
と
が
出
来

た
。

　
総
会
の
議
案
と
し
て

は
、「
2
0
2
4
年
度
宣
教

活
動
計
画
に
関
す
る
件
」、

「
2
0
2
3
年
度
教
区
歳

入
歳
出
決
算
承
認
の
件
」、

「
2
0
2
3
年
度
剰
余
金
処

分
の
件
」、「
2
0
2
4
年
度

教
区
歳
入
歳
出
予
算
承
認
の

件
」、「
教
団
年
金
を
守
る
た

め
の
教
区
推
進
案
に
関
す
る

件
」
な
ど
が
上
程
さ
れ
可
決

さ
れ
た
。

　
ま
た
、「
准
允
に
関
す
る

件
」
が
上
程
さ
れ
1
名
の
教

師
の
准
允
式
の
執
行
が
承
認

さ
れ
、
准
允
式
が
執
り
行
わ

れ
、
新
た
な
教
師
の
誕
生
を

共
に
喜
び
祝
う
こ
と
が
出
来

た
。

　
総
会
中
に
、常
置
委
員（
半

数
改
選
）、
教
区
選
出
教
団

総
会
議
員
の
選
挙
が
行
わ
れ

た
。
教
区
選
出
教
団
総
会
議

員
選
挙
の
投
票
方
法
に
関
し

て
動
議
が
出
さ
れ
、
常
置
委

員
会
提
案
の
「
教
職
12
名
、

信
徒
12
名
」
の
全
数
連
記
に

よ
る
投
票
方
法
に
対
し
て
、

「
教
職
6
名
、
信
徒
6
名
」

の
半
数
連
記
に
よ
る
投
票
を

行
う
修
正
案
に
つ
い
て
審
議

し
、
こ
の
時
点
で
の
出
席
議

員
1
3
3
名
中
、
賛
成
59
名

「
2
0
2
4
年
度
活
動
計
画
に
関
す
る
件
」を
可
決

西東京

鳥取教会を会場に

に
よ
り
否
決
さ
れ
た
。
常
置

委
員
、
教
区
選
出
教
団
総
会

議
員
の
選
挙
結
果
は
次
の
と

お
り
。

　
常
置
委
員
選
挙
結
果
（
半

数
改
選
）

【
教
職
】
願
念
望
（
白
鷺
）、

竹
前
治
（
清
瀬
信
愛
）、
長

尾
大
輔
（
相
愛
）

【
信
徒
】
山
口
玲
子
（
八
王

子
栄
光
）、米
山
謙
（
阿
佐
ヶ

谷
）、
井
関
頌
司
（
白
鷺
）

　
教
団
総
会
議
員
選
挙
結
果

【
教
職
】
岩
田
昌
路
（
狛
江
）、

願
念
望
（
白
鷺
）、
岡
村
恒

（
高
幡
）、布
村
伸
一（
井
草
）、

衛
藤
満
彦
（
玉
川
）、
竹
前

治
（
清
瀬
信
愛
）、
古
屋
治

雄
（
阿
佐
ヶ
谷
）、
山
口
紀

子
（
更
生
）、
山
畑
謙
（
小

金
井
緑
町
）、長
尾
大
輔
（
相

愛
）、
宮
﨑
新
（
本
郷
）、
小

泉
健
（
成
瀬
が
丘
）

【
信
徒
】
井
関
頌
司
（
白
鷺
）、

米
山
謙
（
阿
佐
ヶ
谷
）、
寺

山
正
一
（
小
金
井
緑
町
）、

村
山
め
ぐ
み
（
阿
佐
ヶ
谷
）、

福
田
栄
一
（
狛
江
）、
山
口

玲
子
（
八
王
子
栄
光
）、
下

田
汎
子
（
相
愛
）、
坂
上
明

子（
高
井
戸
）、中
嶌
暁
彦（
八

王
子
）、
安
井
重
平
（
荻
窪

清
水
）、
吉
崎
純
二
（
吉
祥

寺
）、丹
波
直
子（
清
瀬
信
愛
）

（
布
村
伸
一
報
）

大宮・ソニックシティ小ホールを会場に

【
教
職
】
熊
江
秀
一
（
大
宮
）、

小
池
正
造
（
東
新
潟
）、
町

田
さ
と
み
（
初
雁
）、
栗
原

清
（
武
蔵
豊
岡
）、
田
中
か

お
る（
安
行
）、成
田
顕
靖（
日

立
）、
武
田
真
治
（
上
尾
合

同
）、片
岡
宝
子
（
東
中
通
）、

嶋
田
恵
悟
（
土
浦
）、
佐
野

明
子
（
塩
谷
一
粒
）、
新
保

能
宏（
新
発
田
）、須
賀
工（
越

谷
）、飯
塚
拓
也
（
竜
ケ
崎
）、

長
谷
川
直
紀
（
桐
生
）

【
信
徒
】
半
田
香
代
子
（
原

市
）、
金
刺
英
雄
（
上
尾
合

同
）、
豊
川
昭
夫
（
越
谷
）、

グ
ラ
ハ
ム
里
美
（
聖
学
院
）、

栗
原
初
音
（
浦
和
別
所
）、

佐
久
間
文
雄
（
志
木
）、
佐

治
範
子
（
大
宮
）、
中
松
聖

美
（
武
蔵
豊
岡
）、
國
吉
常

喜
與
（
宇
都
宮
上
町
）、
富

永
研
司
（
日
立
）、
冨
田
信

也
（
大
宮
）、服
部
利
明
（
筑

波
学
園
）、
川
村
雅
保
（
岩

槻
）、荒
川
朋
子（
西
那
須
野
）

（
小
池
正
造
報
）
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教
区
財
政
逼
迫
、危
機
感
を
共
有

東北
　
第
79
回
東
北
教
区
定
期
総

会
は
、
コ
ロ
ナ
禍
を
経
て
、

仙
台
青
葉
荘
教
会
・
東
北
教

区
セ
ン
タ
ー
「
エ
マ
オ
」
を

5
年
ぶ
り
の
会
場
に
し
て
、

5
月
28
日
・
29
日
に
行
わ
れ

た
。
例
年
は
午
後
か
ら
開
会

さ
れ
る
日
程
で
あ
っ
た
が
、

実
質
的
な
審
議
の
時
間
を
少

し
で
も
多
く
取
る
た
め
に
、

今
年
は
午
前
か
ら
始
め
る
こ

と
と
し
、
正
議
員
1
4
2
名

の
う
ち
1
0
9
名
の
出
席
を

も
っ
て
開
会
し
た
。

　
議
事
冒
頭
で
髙
橋
真
人
議

長
の
司
式
に
よ
り
2
名
の
准

允
式
が
執
行
さ
れ
、
彼
ら
を

含
む
6
名
の
教
師
を
今
年
度

東
北
教
区
に
迎
え
た
こ
と
が

紹
介
さ
れ
た
。
ま
た
、
山
辺

伝
道
所
の
廃
止
が
祈
り
の
う

ち
に
決
議
さ
れ
た
。

　
東
日
本
大
震
災
か
ら
13
年

が
経
っ
た
今
総
会
に
お
い
て

も
「
東
日
本
大
震
災
に
関
す

る
件
」
が
可
決
さ
れ
、
放
射

能
問
題
支
援
対
策
室
い
ず
み

の
活
動
が
継
続
さ
れ
る
こ
と

を
確
認
し
た
。

　
教
区
財
政
が
大
変
に
逼
迫

し
て
い
る
。
14
年
前
に
は

6
0
0
0
万
円
を
超
え
て

い
た
積
立
金
を
取
り
崩
し
続

け
、
23
年
度
に
お
い
て
は
積

立
金
3
0
0
0
万
円
を
割
り

込
ん
で
な
お
約
3
8
0
万
円

を
繰
入
れ
て
の
教
区
運
営
と

な
り
、
こ
の
状
態
が
続
け
ば

10
年
以
内
で
教
区
運
営
が
立

ち
行
か
な
く
な
る
危
機
感
を

議
案
な
ら
び
に
協
議
会
で
共

有
し
た
。
そ
の
対
応
策
の
一

つ
と
し
て
、
教
区
旅
費
規
程

を
改
定
し
自
家
用
車
1
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
あ
た
り
20
円
を
15

円
に
引
き
下
げ
る
議
案
な
ど

が
可
決
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、

今
年
度
の
対
応
と
し
て
は
委

員
会
活
動
の
さ
ら
な
る
オ
ン

ラ
イ
ン
活
用
、
今
後
の
中
期

的
な
課
題
と
し
て
委
員
会
再

編
を
含
む
教
区
機
構
改
定
も

視
野
に
入
れ
る
歩
み
が
必
要

と
の
意
見
が
出
さ
れ
た
。

　
そ
の
他
、
教
務
教
勢
・
諸

報
告
、
歳
入
歳
出
決
算
・
予

算
、
宣
教
計
画
な
ど
の
法
定

議
案
が
承
認
・
可
決
さ
れ
た
。

た
だ
し
、
歳
入
歳
出
に
関
し

て
、
特
別
会
計
の
決
算
内
訳

報
告
に
一
部
不
備
が
あ
り
、

そ
の
確
認
を
常
置
委
員
会
に

付
託
し
て
処
理
す
る
こ
と
と

し
た
。

　
教
団
総
会
議
員
選
挙
結
果

【
教
職
】
髙
橋
真
人
（
会
津

坂
下
）、
布
田
秀
治
（
い
ず

み
愛
泉
）、
荒
井
偉
作
（
名

取
）、
片
岡
謁
也
（
若
松
栄

町
）、
原
裕
（
天
童
）、
瀬
谷

寛
（
仙
台
東
一
番
丁
）、
関

川
祐
一
郎
（
石
巻
山
城
町
）、

松
本
周
（
宮
城
学
院
女
子
大

学
）

【
信
徒
】
鎌
田
仁
美
（
涌
谷
）、

森
睦
（
天
童
）、
鬼
澤
洋
美

（
岩
沼
）、
片
岡
輝
美
（
若
松

栄
町
）、髙
橋
嘉
男
（
名
取
）、

丹
治
洋
子
（
信
夫
）、
齋
藤

仁
一（
山
都
）、笹
川
芳
江（
福

島
）

（
瀬
谷
　
寛
報
）

　
第
7
回
教
育
委
員
会
が
、

6
月
4
日
に
オ
ン
ラ
イ
ン
で

開
催
さ
れ
た
。
2
0
2
3
年

度
に
全
国
諸
教
会
、
学
校
、

幼
児
施
設
等
か
ら
献
げ
ら
れ

た
ク
リ
ス
マ
ス
献
金
を
、
特

定
非
営
利
活
動
法
人
チ
ャ
イ

ル
ド
・
フ
ァ
ン
ド
・
ジ
ャ
パ

ン
（
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
子
ど
も

た
ち
）
に
1
5
0
万
円
、
北

海
教
区
ア
イ
ヌ
民
族
情
報
セ

ン
タ
ー
と
ア
イ
ヌ
奨
学
金
キ

リ
ス
ト
教
協
力
会
に
1
0
0

万
円
、
東
北
教
区
放
射
能
問

題
対
策
支
援
室
い
ず
み
に

1
5
0
万
円
、
さ
ら
に
緊
急

支
援
が
必
要
と
の
判
断
で
、

ア
ハ
リ
ー
・
ア
ラ
ブ
病
院（
パ

レ
ス
チ
ナ
ガ
ザ
地
区
）
と
北

陸
学
院
キ
リ
ス
ト
教
セ
ン

タ
ー
・
支
援
窓
口
（
能
登
半

島
地
震
被
災
者
支
援
）
に
そ

れ
ぞ
れ
30
万
円
配
分
す
る
こ

と
を
決
定
し
た
。

　
ま
た
、
2
0
2
4
年
度
の

ク
リ
ス
マ
ス
献
金
送
付
先

は
、
継
続
し
て
ウ
ク
ラ
イ
ナ

や
パ
レ
ス
チ
ナ
の
子
ど
も
た

ち
と
能
登
半
島
地
震
被
災
者

へ
の
支
援
団
体
、
北
海
教
区

ア
イ
ヌ
民
族
情
報
セ
ン
タ
ー

と
ア
イ
ヌ
奨
学
金
キ
リ
ス
ト

教
協
力
会
、
東
北
教
区
放
射

能
問
題
対
策
支
援
室
い
ず
み

の
5
団
体
に
決
定
し
、
前
年

度
同
様
、
緊
急
支
援
が
必
要

だ
と
判
断
す
べ
き
事
態
が
生

じ
た
場
合
は
、
そ
の
関
係
団

体
も
加
え
る
こ
と
が
で
き
る

こ
と
を
確
認
し
た
。

　
2
0
2
3
年
度
教
会
学
校

応
援
セ
ッ
ト
に
つ
い
て
は
今

回
応
募
が
な
か
っ
た
。

　
3
月
8
日
に
予
定
さ
れ
て

い
た
キ
リ
ス
ト
教
教
育
主
事

認
定
試
験
は
、
受
験
者
が
な

く
実
施
さ
れ
な
か
っ
た
が
、

受
験
希
望
者
か
ら
の
問
い
合

わ
せ
が
あ
っ
た
こ
と
が
報
告

さ
れ
、
そ
の
詳
細
と
認
定
試

験
の
実
施
準
備
に
つ
い
て
次

期
委
員
会
に
申
し
送
る
こ
と

が
確
認
さ
れ
た
。

　
4
月
16
日
に
オ
ン
ラ
イ
ン

で
行
わ
れ
た
『
教
師
の
友
』

の
編
集
委
員
と
教
育
委
員
数

　
ク
リ
ス
マ
ス
献
金
送
付
先
を
決
定

▼
教
育
委
員
会
▲

名
で
構
成
さ
れ
る
「
教
会
教

育
プ
ロ
グ
ラ
ム
小
委
員
会
」

と
の
意
見
交
換
会
に
つ
い
て

報
告
さ
れ
た
。
初
め
て
の
試

み
で
あ
っ
た
が
有
意
義
な
意

見
交
換
が
な
さ
れ
た
。
今
後

継
続
し
て
行
わ
れ
、
子
ど
も

た
ち
に
と
っ
て
よ
り
良
い
聖

書
箇
所
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ

な
が
る
こ
と
を
願
う
。

　
9
月
9
日
に
開
催
予
定
の

「
第
14
回
教
区
青
年
担
当
者

会
」
に
つ
い
て
は
、
オ
ン
ラ

イ
ン
で
開
催
し
、主
題
は「
青

年
担
当
者
は
何
を
す
る
？
　

パ
ー
ト
Ⅱ
」
と
す
る
こ
と
を

決
定
し
た
。（三

ツ
本
武
仁
報
）

　
株
式
会
社
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
ト
ゥ

デ
イ
（
C
T
）
が
異
端
・
カ
ル
ト

1
1
0
番
編
集
顧
問
の
根
田
祥
一

氏
に
対
し
、『
ダ
ビ
デ
牧
師
（
張

在
亨
＝
ダ
ビ
デ
張
）
と
共
同
体
を

考
え
る
会
』
ブ
ロ
グ
記
事
を
引
用

し
た
投
稿
で
名
誉
が
毀
損
さ
れ
た

と
す
る
損
害
賠
償
請
求
訴
訟
を
起

こ
し
、
地
裁
判
決
が
4
月
22
日
に

出
た
こ
と
を
受
け
、
6
月
13
日
カ

ト
リ
ッ
ク
中
央
協
議
会
で
カ
ル
ト

問
題
キ
リ
ス
ト
教
連
絡
会
主
催
に

よ
る
裁
判
報
告
会
が
行
わ
れ
た
。

　
判
決
で
は
、
①
原
告
C
T
が
張

牧
師
の
設
立
し
た
諸
団
体
・
教
会

と
関
係
が
あ
り
、
そ
の
宗
教
的
な

影
響
下
に
あ
る
こ
と
、
②
張
氏
が

米
国
で
設
立
し
た
オ
リ
ベ
ッ
ト
大

学
が
不
正
融
資
事
件
で
罰
金
刑
を

受
け
、
設
置
州
当
局
か
ら
閉
鎖
を

命
じ
ら
れ
た
こ
と
、
③
原
告
関
係

者
が
属
し
た
東
京
ソ
フ
ィ
ア
教
会

で
は
「
ダ
ビ
デ
牧
師
」
を
「
キ
リ

ス
ト
の
再
臨
」
と
関
連
づ
け
て
示

唆
し
て
い
た
が
、
そ
の
よ
う
な
宣

教
の
支
障
と
な
る
事
実
を
打
ち
明

け
な
い
こ
と
を
「
知
恵
」
で
あ
る

と
説
き
、
教
え
の
内
容
を
他
言
せ

ず
、
既
存
の
他
の
教
会
に
所
属
す

る
よ
う
求
め
た
こ
と
、
④
信
者
に

無
償
労
働
や
借
財
（
カ
ー
ド
ロ
ー

ン
）
で
献
金
さ
せ
、
困
窮
の
あ
ま

り
公
共
交
通
機
関
の
料
金
を
払
わ

な
い
こ
と
を
宗
教
信
条
で
正
当
化

し
た
こ
と
、
⑤
C
T
関
係
者
が
、

ダ
ビ
デ
張
を「
再
臨
の
キ
リ
ス
ト
」

と
信
じ
東
京
ソ
フ
ィ
ア
教
会
に

通
っ
て
い
る
こ
と
を
峯
野
龍
弘
牧

師
に
秘
し
て
淀
橋
教
会
に
通
っ
た

こ
と
、
⑥
C
T
は
ダ
ビ
デ
牧
師
の

韓
国
人
宣
教
師
が
日
本
に
入
国
す

る
際
、
虚
偽
内
容
を
記
載
し
た
入

国
管
理
局
宛
の
文
書
を
作
成
し
、

不
法
入
国
に
加
担
し
た
こ
と
、
⑦

C
T
は
、
記
事
の
内
容
等
に
つ
い

て
張
牧
師
か
ら
指
示
を
受
け
た
こ

と
…
…
と
い
っ
た
、
C
T
側
の
否

定
し
て
い
た
内
容
を
含
む
重
要
な

事
実
が
認
定
さ
れ
た
。

　
ま
た
、
ブ
ロ
グ
の
内
容
は

2
0
0
3
〜
2
0
0
8
年
に
か

け
て
の
事
実
で
あ
り
、
ブ
ロ
グ
記

事
が
作
成
さ
れ
た
2
0
1
9
年
時

点
で
も
「
同
様
の
事
実
が
繰
り
返

さ
れ
、
あ
る
い
は
そ
の
温
床
と
な

る
よ
う
な
組
織
体
制
が
維
持
さ
れ

て
い
た
と
推
認
す
る
こ
と
は
で
き

な
い
」
と
の
理
由
で
、
ブ
ロ
グ
の

一
部
が
名
誉
棄
損
に
あ
た
る
と
し

て
1
1
0
万
円
の
賠
償
請
求
に
対

し
50
万
円
の
支
払
い
が
命
じ
ら
れ

た
。
し
か
し
、
C
T
が
提
出
し
た

ブ
ロ
グ
管
理
人
の
中
橋
祐
貴
氏
が

「
原
告
の
名
誉
を
毀
損
し
、
事
実

に
反
す
る
内
容
を
発
信
し
た
」
と

認
め
た
と
す
る
「
謝
罪
文
」
に
つ

い
て
は
、
中
橋
氏
が
原
告
か
ら
告

訴
さ
れ
た
こ
と
を
機
に
精
神
的
に

追
い
詰
め
ら
れ
、
訴
訟
終
結
を
優

先
す
る
意
向
を
強
め
て
い
た
こ
と

が
考
慮
さ
れ
、
こ
の
「
謝
罪
文
」

に
よ
っ
て
ブ
ロ
グ
記
事
の
真
実
性

は
否
定
さ
れ
な
い
と
の
判
断
が
さ

れ
た
。

　
報
告
会
で
は
、
事
実
関
係
を
十

分
確
認
・
検
証
せ
ず
、
C
T
擁
護

に
協
力
し
て
い
る
キ
リ
ス
ト
教
関

係
者
が
今
も
見
ら
れ
る
こ
と
が
言

及
さ
れ
、
メ
デ
ィ
ア
リ
テ
ラ
シ
ー

が
一
層
問
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
指

摘
さ
れ
た
。

（
柳
本
伸
良
報
／
カ
ル
ト
問
題
連

絡
会
世
話
人
）

メ
デ
ィ
ア
リ
テ
ラ
シ
ー
が
一
層
問
わ
れ
る

ク
リ
ス
チ
ャ
ン
ト
ゥ
デ
イ
裁
判
報
告
会

仙台青葉荘教会を会場に

　
第
5
回
伝
道
委
員
会
が
6

月
11
日
オ
ン
ラ
イ
ン
（
ズ
ー

ム
）
で
開
催
さ
れ
た
。
委
員

全
員
が
出
席
し
、
開
会
礼
拝

の
後
、
関
係
委
員
会
・
担
当

者
の
報
告
を
受
け
た
。

主
な
報
告
事
項

　
⑴
「
信
徒
の
友
」
が
4
月

号
よ
り
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
さ
れ

た
。
そ
れ
以
降
初
の
委
員
会

で
あ
っ
た
た
め
、
委
員
の
感

想
と
意
見
を
取
り
ま
と
め
て

編
集
部
へ
申
し
送
っ
た
。

　
⑵
「
青
年
大
会
2
0
2
4
」

が
9
月
16
日
、
全
国
6
会

場
を
結
ん
で
開
か
れ
る
。

S
N
S
の
発
信
を
始
め
た
こ

と
、
実
行
委
員
全
員
が
揃
う

の
が
難
し
い
中
で
準
備
が
進

め
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
報
告

さ
れ
た
。
S
N
S
（
準
備
の

た
め
の
ポ
ー
タ
ル
、
イ
ン
ス

タ
グ
ラ
ム
、
X
、
フ
ェ
イ
ス

ブ
ッ
ク
）
を
画
面
共
有
す
る

こ
と
で
そ
の
内
容
を
委
員
会

で
共
有
し
た
。

主
な
協
議
事
項

　
⑴
第
12
回
「
農
村
伝
道
」

に
関
す
る
協
議
会
の
件
、
日

程
＝
2
0
2
5
年
2
月
18
〜

19
日
、
会
場
＝
ア
ジ
ア
学
院

（
栃
木
県
那
須
塩
原
市
）、
内

容
＝
主
題
講
演
を
荒
川
朋
子

校
長
に
依
頼
す
る
。
そ
の
他

に
も
発
題
と
グ
ル
ー
プ
に
分

か
れ
て
現
在
ア
ジ
ア
学
院
で

働
く
卒
業
生
の
話
を
聞
く
時

間
を
設
け
る
。
学
院
見
学
や

希
望
者
に
は
農
作
業
参
加
も

可
能
。
総
会
期
を
ま
た
ぐ
こ

と
に
な
る
が
今
委
員
会
の
責

任
の
も
と
に
開
催
す
る
。
な

お
詳
細
は
継
続
審
議
と
し

た
。

　
⑵
第
43
回
教
団
総
会
伝
道

委
員
会
報
告
書
に
関
す
る

件
、
主
に
評
価
と
展
望
そ
し

て
申
し
送
り
事
項
に
関
し
て

協
議
し
た
。
今
総
会
期
は
委

員
全
員
が
新
任
で
手
探
り
の

状
態
か
ら
始
め
た
こ
と
。
開

拓
伝
道
援
助
資
金
に
関
し
て

申
請
件
数
に
よ
っ
て
年
毎
に

格
差
が
生
じ
る
こ
と
へ
の

対
策
が
と
れ
て
い
な
い
こ

と
。
青
年
伝
道
の
重
要
性
を

鑑
み
、
そ
の
継
続
性
の
検
討

を
続
け
る
こ
と
等
を
確
認
し

た
。

　
⑶
そ
の
他
　『「
こ
こ
ろ
の

友
」
に
よ
る
文
書
応
援
伝
道

規
定
』
文
言
の
一
部
修
正
を

行
っ
た
。

（
山
口
紀
子
報
）

「
農
村
伝
道
」に
関
す
る
協
議
会
に
つ
い
て
審
議

▼
伝
道
委
員
会
▲
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今
年
度
、
教
団
問
安
使
と
し
て
4

教
区
の
総
会
に
出
席
さ
せ
て
い
た
だ

い
た
。
問
安
使
挨
拶
へ
の
質
疑
（
協

議
会
で
の
発
題
者
と
し
て
の
質
疑
を

含
む
）
を
通
し
て
様
々
な
意
見
を
お

聞
き
し
、
改
め
て
教
団
の
役
割
を
考

え
さ
せ
ら
れ
る
時
と
な
っ
た
。ま
た
、

教
区
総
会
で
の
協
議
を
通
し
て
、
各

個
教
会
の
声
を
お
聞
き
す
る
こ
と
が

で
き
た
こ
と
に
も
、感
謝
し
て
い
る
。

　

い
ず
れ
の
教
区
総
会
で
も
語
ら
れ

て
い
た
の
は
、
会
員
数
の
減
少
や
教

会
会
計
の
ひ
っ
迫
な
ど
各
個
教
会
の

直
面
し
て
い
る
厳
し
い
現
状
で
あ
っ

た
。
し
か
し
、
大
変
心
に
残
っ
た
の

は
、
単
に
厳
し
い
現
状
だ
け
で
は
な

く
、
そ
の
中
で
ど
の
よ
う
に
伝
道
を

進
め
て
い
く
の
か
、
そ
の
こ
と
に
つ

い
て
の
声
も
多
か
っ
た
こ
と
で
あ

る
。
特
に
、
教
会
間
の
連
携
や
若
年

層
に
対
す
る
教
会
と
し
て
の
関
わ
り

な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
教
会
の
歩
み
の

中
か
ら
示
さ
れ
た
課
題
や
展
望
が
率

直
に
語
ら
れ
た
こ
と
が
印
象
的
で

あ
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
各
教
会
の
取

り
組
み
の
中
に
こ
そ
、
教
団
の
未
来

が
開
か
れ
て
い
く
よ
う
思
わ
さ
れ

た
。

　

30
年
程
前
、
初
任
地
に
赴
任
し
た

私
に
、
長
く
四
国
教
区
形
成
に
携

わ
っ
た
牧
師
が
言
わ
れ
た
。「
教
団

は
早
稲
田
（
事
務
局
が
あ
る
場
所
）

で
は
な
く
、
あ
な
た
が
赴
任
し
た
教

会
の
足
元
に
あ
る
」
と
。
そ
れ
ぞ
れ

の
地
で
の
教
会
の
伝
道
の
歩
み
に
こ

そ
教
団
の
伝
道
の
姿
が
あ
る
と
、
お

伝
え
に
な
ら
れ
た
と
思
う
。
既
に
召

さ
れ
た
そ
の
牧
師
の
言
葉
を
、
問
安

使
の
働
き
を
通
し
て
、
も
う
一
度
受

け
止
め
さ
せ
ら
れ
た
よ
う
に
思
う
。

（
教
団
総
会
書
記　

黒
田
若
雄
）

厳
し
い
教
会
の
現
状

厳
し
い
教
会
の
現
状

の
中
か
ら
の
希
望

の
中
か
ら
の
希
望

　

石
垣
農
村
伝
道
所
物
語
の
は
じ
め

で
す
。時
は
1
9
9
8
年
7
月
30
日
。

そ
の
日
、
牧
師
家
族
が
信
濃
の
国
、

上
田
の
地
か
ら
海
路
八
重
山
の
地
、

石
垣
島
に
上
陸
し
ま
し
た
。
当
時
は

ま
だ
カ
ー
フ
ェ
リ
ー
が
航
行
し
て
い

て
、の
ど
か
な
船
旅
に
な
り
ま
し
た
。

高
校
3
年
在
学
中
の
長
女
を
ひ
と
り

小
諸
に
残
し
て
の
家
族
7
人
の
船
出

で
し
た
。
彼
女
は
1
年
半
後
に
進
学

し
て
、
那
覇
に
あ
る
教
会
の
寮
の
お

世
話
に
な
り
ま
し
た
。

　

と
こ
ろ
で
、
石
垣
島
へ
と
舵
を
切

る
に
至
っ
た
契
機
は
、「
1
9
9
5

年
沖
縄
米
兵
少
女
暴
行
事
件
」
で

す
。そ
の
衝
撃
が
私
の
背
を
押
し
て
、

待
っ
た
な
し
の
決
断

と
な
り
ま
し
た
。
私

を
石
垣
に
招
い
て
く

れ
た
友
人
の
「
沖
縄

は
決
し
て
癒
し
の
島

な
ん
か
じ
ゃ
な
い
。

癒
し
を
必
要
と
し
て

い
る
島
な
ん
だ
。
川

﨑
君
、
農
村
伝
道
し

て
く
れ
！
」
と
の
言

葉
、
そ
し
て
彼
の
父

君
の
「
川
﨑
さ
ん
、

沖
縄
（
島
）
で
は
な

く
て
石
垣
に
し
な
さ

い
」
と
声
を
か
け
て

く
だ
さ
っ
た
こ
と
。

こ
の
お
二
人
の
言
葉

は
、
私
に
と
っ
て
余

り
あ
る
力
と
な
り
ま

し
た
。
沖
縄
は
私
を

必
要
と
し
て
い
る
。
重
く
厚
か
っ
た

扉
が
開
か
れ
ま
し
た
。
沖
縄
島
在
住

の
今
は
亡
き
友
人
は
「
川
﨑
君
、
君

の
神
さ
ま
は
生
き
て
い
る
！
」
と
言

い
ま
し
た
。
彼
は
「
君
が
沖
縄
に
来

て
も
、
迷
惑
を
か
け
る
だ
け
だ
か
ら

こ
の
計
画
に
は
賛
成
で
き
な
い
」
と

忠
告
し
て
く
れ
た
人
の
一
人
で
す
。

　

自
給
伝
道
の
道
が
開
か
れ
て
21

年
の
月
日
が
経
っ
て
い
ま
し
た
。

2
0
1
9
年
10
月
29
日
、
石
垣
農
村

伝
道
所
は
教
団
総
会
議
長
の
同
意
を

得
て
誕
生
し
ま
し
た
。難
産
の
子
は
、

可
愛
い
と
い
い
ま
す
。
こ
の
日
に
至

る
歩
み
の
中
で
、
崎
枝
農
場
（
1
ヘ

ク
タ
ー
ル
）
の
開
設
（
2
0
1
0

年
）、
名
蔵
祈

り
の
家
の
開
所

（
2
0
1
2
年

）

の
道
が
開
か
れ

ま
し
た
。

　

石
垣
農
村
伝

道
所
は
「
家
の
教

会
」
で
す
。
教
会

形
成
の
土
台
を

「
主
の
食
卓
を
囲

ん
で
さ
さ
げ
る

礼
拝
」
と
「
聖
書
を
読
む
会
」
に
定

め
ま
し
た
。「
聖
書
を
読
む
会
」
は
、

「
聖
書
研
究
祈
祷
会
」
で
も
「
聖
書

を
学
ぶ
会
」
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
こ

れ
は
も
ち
ろ
ん
大
切
で
す
が
、
キ
リ

ス
ト
信
仰
の
究
極
は
、
聖
書
を
「
共

に
」
読
む
こ
と
に
あ
る
と
考
え
る
か

ら
で
す
。

　

2
0
2
1
年
9
月
、
多
く
の
方
々

の
祈
り
と
ご
支
援
に
よ
っ
て
礼
拝
堂

が
完
成
し
ま
し
た
。木
造
1
階
建
て
、

切
妻
屋
根
の
上
に
は
十
字
架
を
立
て

ま
せ
ん
で
し
た
。
内
部
正
面
に
3
枚

の
縦
長
窓
が
あ
る
だ
け
で
す
。
礼
拝

堂
建
築
は
、
私
た
ち
の
思
い
を
遥
か

に
越
え
た
神
の
な
せ
る
奇
跡
の
業
で

し
た
。
礼
拝
堂
完
成
に
至
る
石
垣
農

村
伝
道
所
の
航
海
は
、
順
風
満
帆
で

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
れ
か
ら

も
荒
波
に
揉
ま
れ
る
航
海
が
続
く
こ

と
で
し
ょ
う
。

　

こ
こ
で
、
こ
の
物
語
の
中
間
報
告

を
い
た
し
ま
す
。
新
年
度
伝
道
所
総

会
で
承
認
さ
れ
た
こ
と
の
確
認
で

す
。
⑴
「
こ
こ
ろ
の
友
」
配
布
伝
道

を
月
1
回
石
垣
島
北
部
地
区
で
実
施

す
る
。「
西
表
島
伝
道
圏
伝
道
」
は

当
分
の
間
延
期
す
る
。
⑵
「
こ
ど
も

農
村
自
然
塾
in
石
垣
島
」
の
活
動
、

①
テ
ー
マ
は
「
い
の
ち
・
平
和
・
共

に
生
き
る
生
活
」。
初
め
と
食
事
の

時
と
終
わ
り
の
祈
り
を
大
切
に
す

る
。②
目
的
は
、自
然
を
観
察
し
、「
い

の
ち
」を
育
て
、失
敗
を
恐
れ
ず
チ
ャ

レ
ン
ジ
す
る
精
神
を
養
う
こ
と
。
③

活
動
方
針
は
、
日
常
生
活
の
取
り
組

み
で
あ
り
、「
こ
ど
も
の
教
会
」
と

連
携
し
て
活
動
す
る
こ
と
。
大
人
は

手
出
し
口
出
し
を
慎
む
こ
と
。
④
課

題
は
自
分
が
や
り
た
い
こ
と
を
主
体

的
に
見
つ
け
て
取
り
組
む
こ
と
。
挨

拶
と
「
靴
を
そ
ろ
え
て
入
る
自
由
」

（
羽
仁
も
と
子
）
を
大
切
に
す
る
こ

と
で
す
。
ご
支
援
感
謝
。
栄
光
在

主
。
御
心
が
地
で
も
行
わ
れ
ま
す
よ

う
に
。

いのち・平和・共に生きる生活
石垣農村伝道所牧師　川﨑　正志

伝道推進室より応援した教会・伝道所
崎
枝
農
場
と

こ
ど
も
農
村
自
然
塾

お
知
ら
せ

　

日
本
基
督
教
団
信

仰
職
制
委
員
会
発
行

の
『
教
憲
教
規
の
解

釈
に
関
す
る
答
申
集
』

（
2
0
1
0
年
12
月
）

と
【
補
遺
】（
2
0
1
6

年
10
月
）
を
セ
ッ
ト
で

5
0
0
円
（
税
込
）、

別
途
送
料
98
円
で
販
売

い
た
し
ま
す
。（【
補
遺
】

の
み
は
1
0
0
円
）。

ど
う
ぞ
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

青
戸
宏
史（
隠
退
教
師
）

　

24
年
5
月
1
日
逝
去
、
84

歳
。
大
連
生
ま
れ
。
67
年
日

本
聖
書
神
学
校
卒
業
、
同
年

よ
り
札
幌
教
会
、
函
館
聖
十

字
伝
道
所
、
谷
村
、
青
梅
、

青
山
、
和
歌
山
、
藤
枝
、
小

金
井
西
ノ
台
教
会
牧
会
し
、

19
年
隠
退
。

　

遺
族
は
息
・
青
戸
知
さ
ん
。

宮
内
教
司（
隠
退
教
師
）

　

24
年
5
月
2
日
逝
去
、
90

歳
。
山
形
県
生
ま
れ
。
61
年

同
志
社
大
学
大
学
院
修
了
、

同
年
よ
り
東
京
山
手
、
福
島

伊
達
教
会
を
牧
会
し
、
聖
光

学
院
、
敬
和
学
院
、
共
愛
学

園
に
務
め
、
99
年
隠
退
。

　

遺
族
は
妻
・
宮
内
礼
子
さ

ん
。

中
野
知
子（
隠
退
教
師
）

　

24
年
6
月
5
日
逝
去
、
94

歳
。
東
京
都
生
ま
れ
。
58

年
東
京
神
学
大
学
大
学
院

修
了
、
同
年
よ
り
須
坂
、
原

宿
、
聖
蹟
桜
ヶ
丘
教
会
を
牧

会
し
、
00
年
隠
退
。

　

遺
族
は
息
・
中
野
実
さ
ん
。

｢カルト問題相談会｣

◎日時　2024年7月26日(金) 午後1時～ 3時
◎会場　日本キリスト教会館4階AB会議室 
　　　　東京都新宿区西早稲田2-3-18
　　　　電話03-3203-4270

南
部
泰
孝（
城
南
伝
道
所
主

任
担
任
教
師
）

　

24
年
6
月
17
日
逝
去
、
89

歳
。
東
京
都
生
ま
れ
。
61
年

東
京
神
学
大
学
大
学
院
修

了
、
64
年
よ
り
東
洋
英
和
女

学
院
に
務
め
、
70
年
よ
り
銀

座
、
水
戸
中
央
教
会
、
城
南

伝
道
所
を
牧
会
。

　

遺
族
は
妻
・
南
部
直
子
さ

ん
。
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